
 

事業事前評価表 
 

１．対象事業名 
フィリピン  中部ミンダナオ道路整備事業 
（貸付契約調印日：2003年 12月 16日、承諾金額：3,717 百万円、 
借入人：フィリピン共和国政府） 
２．本行が支援することの必要性・妥当性 
フィリピンにおいて道路交通は最大の輸送手段であり、旅客輸送の約9割、貨
物輸送の約5割を担っている。このうち、道路網の基幹となる幹線国道及び2級
国道は、80年代初頭まで道路延長の増加に集中的な投資が行われてきた結果、
道路の機能性･質的条件への配慮が二義的にならざるを得なかったため、未舗装

の道路が多く(舗装率：幹線国道70％、2級国道51％、道路全体21%(2000年))、基
幹道路として十分な機能が果せていない。また、自然災害による損傷、緊急時

の代替路不足により交通効率が阻害される事態がしばしば発生している。 
アロヨ政権下で策定された「新中期開発計画(2001年～2004年)」においては運
輸セクターの開発目標のひとつとして、「安全で信頼性のある運輸サービスの提

供によりフィリピンの社会経済開発を支えること」が掲げられている。具体的

には、適切な整備･維持管理により、2004年までに全ての幹線国道の90%を舗装
道路に(2000年現在70％)、2級国道の65％(同51%)を舗装道路にする目標を定めて
いる。また、上記の達成に向けた優先事項として、地域経済の中枢となる地方

都市とその周辺地域を結ぶ幹線道路の規格向上があげられており、ミンダナオ

島およびその他の低開発地域が重点対象地域となっている。 
フィリピン南部に位置するミンダナオ島は、豊富な天然資源、広大な耕作可能

地の存在など、高い開発可能性を有するにもかかわらず、過去 30年余りの間、
反政府イスラム組織、共産組織と政府との戦闘が継続し、特に激戦地であった

島南西部では経済は疲弊し、国内でも最貧困地域にとどまっている。貧困削減

を最重要課題に掲げるアロヨ政権においては、ミンダナオ開発は最重要課題と

され、上述の新中期開発計画において、(i)和平の推進、及び(ii)持続的開発が主
要課題とされている。同国が中期計画を推進し、目標を達成するためには、経

済・社会インフラの整備支援が不可欠であり、国際機関および二国間援助は重

要である。特に、我が国はフィリピンに対する最大の支援国であり、中でも円

借款の果たす役割は大きいところ、本行が引き続き支援を行っていく必要性は

極めて高い。 
本事業はミンダナオ島内でも特に開発が遅れ、貧困層の割合が高い南西部に

おいて、既存道路を拡幅・整備することにより、対象地域の経済活動の効率化･

円滑化、安全性向上に資することを目的とする。本行は、同国の開発課題及び

日本政府の対フィリピン支援方針をふまえ、2002年 4月に「海外経済協力業務



 

実施方針」を策定。同方針では、持続的成長とそれに伴う貧困削減の制約要因

の克服が重点分野の一つとされている。同方針をふまえ、2002年 9月に策定さ
れた国別業務実施方針では、上記の重点分野においては、成長の制約要因解消

のためのインフラ支援として、引き続き、地方における主要幹線道路への支援

を行うこととしている。すなわち、本事業は上記の実施方針の重点分野に合致

したものであり、またフィリピン政府の上記の開発課題の克服に資するもので

ある。 
 
参考）借入国の経済成長率推移1 
暦 年 1997 1998 1999 2000 2001 2002(暫定) 

実質 GDP成長率(%) 5.2 -0.6 3.4 4.0 3.2 4.6  

３．事業の目的等 
ミンダナオ島、特に南西部は、これまでの長年の反政府活動の影響で開発が遅

れており、道路整備も進んでいない。今後、特に開発が遅れたミンダナオ島南

西部の経済活性化を図るためには、安全かつ効率的な幹線道路ネットワークの

整備が急務であるといえる 
本事業は、貧困層の占める割合が大きいミンダナオ島南西部、コタバト市～ス

ルタン・クダラット州カラマンシグ町間の既存道路を拡幅・舗装、および 3 個
所の仮設橋の永久橋への架け替えを実施することにより、コタバト市周辺およ

び島内南西部エリアの輸送の効率化、費用削減による人的・物的交流の促進を

図り、ひいては同地域経済の振興・活性化に寄与することを目的とする。 
事業地周辺(沿道)地域は農業が主要産業であることから、本事業には農村地帯
から市場へのアクセス（Farm to Market）道路としての役割が期待され、ひい
ては農民の収入増による貧困削減効果が見込まれる。また、過去の戦闘により

通行不能となり、廃道となっていた区間も本事業により整備され、通行のボト

ルネックが解消されるため、島南西部の中核都市であるコタバト市へのアクセ

スが改善される。従って、本事業区間とこれに続く区間4の整備と合わせ、島内

西側の海岸沿いを通る南北の幹線道路が完成することで、物流および人的交流

の促進による経済社会活動の活性化がもたらされ、域内治安の安定、和平の定

着も期待される。また、劣悪な道路状態を受けて、走行回数を減らすために、

乗用のジープニーの屋根に物資を積載して走行する過積載車が多数見られると

                                                  
1 出所：フィリピン国家統計調整局 
2 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 0.67，ﾀｲ 0.42, ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 0.19㎞/k㎡ (2000年) 
3 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 21, ﾀｲ 82, ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 47% (2000年) 
4 本事業以南の区間のうち、Kalamansig-Maitum間は世銀、Maitum-General Santos間は USAID、
による事業がそれぞれ計画されている。 



 

ころ、本事業により現道が整備されれば、安全面でも改善が図られ、同時に、

スムーズな交通により排気ガスも低減されることから、沿道の環境改善にも資

する。 
 
４．事業の内容 
(1) 対象区間名  
ミンダナオ島南西部コタバト市～スルタン・クダラット州カラマンシグ町 

(2) 事業概要 
① 土木工事 
既存道路の拡幅・舗装：5～6m幅の砂利道(一部コンクリート舗装)を6.7m
に拡幅・舗装するとともに、幅2mの路肩を道路左右に整備する。 

(a) セクション1：コタバト市アワング交差点～マギンダナオ州北ウピ町 
① 全27.5kmの拡幅・舗装 

(b) セクション2：北ウピ町～マギンダナオ州/スルタン・クダラット州境 
① 全41.25kmのうち、32.6kmの拡幅・舗装 
② 仮設橋の架け替え(1箇所、24m) 

(c) セクション3：マギンダナオ州/スルタン・クダラット州境～スルタン・
クダラット州カラマンシグ町 
① 全36.11kmのうち、27.5kmの拡幅・舗装 
② 仮設橋の架け替え(2箇所、各15m) 

② コンサルティング･サービス 
 詳細設計、調達支援、施工監理、環境モニタリング、住民移転計画の実
施支援・モニタリング等) 

(3) 総事業費：4,956百万円（内、円借款対象額 3,717百万円） 
(4) スケジュール：2004年 1月～2010年 6月予定 
(5) 実施体制 
公共事業道路省(Department of Public Works and Highways : DPWH) 

(6) 環境及び社会面の配慮 
① 本事業は既存道路の拡幅・整備であり、本行環境ガイドライン(99 年 10 月
版)上、セクター、地域特性および事業特性が A種の要件に該当しないこと
から、B種に該当する。 
② 環境天然資源省より環境適合証明が発給されている。 

③ 土木工事による環境への影響については、コンサルタントの監督のもと、必

要な対策を採ることとなっており、特段の負の影響は懸念されない。 
④ 本事業は既存道路の拡幅・整備であり、新規の用地取得は必要ない。しか

し、既存道路を中心に幅 30m の取得済み道路用地内に、家屋、店舗等の構
造物が不法に建設されており、アプレイザル時点で約 100 世帯の住民移転



 

が必要と推計されている（店舗等も含めると、124 世帯）。なお、道路用地
の外側に建物を移す(立て替える)等の対策にて、実際の移転数は最小化され
る。 
⑤ 事業の影響を受ける構造物については、関係法および市場価格に則った適

切な金銭補償が行われ、移転先が必要となる場合は、関係する地方自治体

の責任において土地が確保され、実施機関が整備を行う。また、事業実施

機関は事業の影響を受ける住民との対話を進めつつ、住民移転計画を策定

することとなっており、実際に移転が必要となる世帯数は今後確認される。

なお、事業の影響を受ける住民の本事業に対する理解を進めるため、道路

沿いの地方自治体および住民を対象とした説明会を実施し、全自治体から

本事業に対する支持決議を取得することとなっている。 
 
５．成果の目標 
(1) 評価指標（運用・効果指標）   
 

指標名 
現状 

(2001年) 
完成後 2年 

(2010年) 

年平均交通量(台/日) 
Annual Average Daily Traffic 

648  1,055  

 

指標名 
現状 

(2001年) 
完成後 2年 

(2010年) 
走行費の節減(百万ペソ/年) 
Saving in Vehicle Operating Cost 

--  372.39 
 

 

指標名 
現状 

(2001年) 
完成後 2年 

(2010年) 

所要時間の短縮 (時間)5 
Reduced Travel Time 
From Karamansig to Cotabato 

8  2.5  

 
 

                                                  
5 市場のあるコタバト市までの走行時間短縮により、農産物のロスを減少し、農家の収入増
加が図られ、ひいては貧困削減効果が期待される。 



 

(2) 内部収益率（EIRR）：34.46％ 
① 費用：建設工事費、維持管理費 
② 便益：道路整備による走行費用・維持管理費用の低減、旅行時間の短縮 
③ プロジェクトライフ：20年 
 
６．外部要因リスク 
(1) フィリピン国並びに事業対象周辺地域の治安の悪化 
(2) フィリピン国並びに事業対象周辺経済の経済の停滞/悪化 
(3) フィリピン国並びに事業対象周辺地域の人口減少による交通量の減少 
(4) フィリピン国並びに事業対象周辺地域の人口急増による渋滞の発生 
(5) 自然災害等 
７．過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 
過去の道路案件等での経験から、施工業者の実施･施工能力不足による工期の

遅延や、道路の低品質化に起因する耐用年数の低下を避けるため、充分に施工

能力のある企業を雇用し、効率的で質の高い施工体制を確保する必要があると

の教訓を得た。これを踏まえ、予定される入札において事前資格審査(P/Q)を適
切に実施することで、施工体制の確保に努めることとした。 
８．今後の評価計画 
(1) 今後の評価に用いる指標 
① 年平均交通量（台/日） 
② 走行費の節減（百万ペソ/年） 
③ 所要時間の短縮（時間） 
④ 内部収益率（EIRR）（％） 

(2) 今後の評価のタイミング 
事業終了後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

                                                                                                                                                  
 


